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B

改善・
見直し

①コロナ禍により、本町内におい
ても様々な活動が自粛となる傾
向となり、各地域の環境保全活動
についても同様の傾向となったた
め、KPIが未達成となった。今後
は、感染状況を注視しながら、感
染対策に十分配慮した環境保全
活動、ボランティア活動、ワーク
ショップ、レンタサイクルツアーな
どの開催を支援し、KPIの達成を
図る。

②引続き町外会員の獲得に取組
むと共に、デジタルマーケティン
グを活用した事業展開について
検討していく。

③コロナ禍により各種イベントや
ツアーが中止となり、ツアーをは
じめとした様々な情報発信の機
会が減少したため、KPIが未達成
となった。コロナ禍においても効
果的に実施できるイベントのあり
方を模索するとともに、オンライン
でのイベントや相談会の開催も検
討しながら、その他の情報も含め
情報発信を活発に行っていく。

④次頁【花のまちづくり事業】の
検証結果に同じ。

A
このまま

継続
1委員

B
改善・
見直し
4委員

・mashipoカードの町外会員の獲
得について、カード会員になるメ
リットなどをPRして増加するよう期
待する。

・上記以外については担当課に
よる評価及び検証に異論なし。

【ランドスケープ計画推進事業】
ランドスケープ計画を進めるにあ
たり、組織作りと各地区および各
団体との調整。ランドスケープ計
画を進めるためのガイドラインを
作成する。

【担当課：建設課】

■ランドスケープ計画推進事業
・5月より調査と準備活動を始め、
ランドスケープ計画推進委員会を
設立し、コロナ対策に努めなが
ら、各地区のワークショップを開
催した。

【事業費】8,129,000円
委託料

B

改善・
見直し

各7地区の代表と各分野の専門
家による、ランドスケープ計画推
進委員会を設立し、ワークショッ
プを開催した。今後は各地区の
問題点と解決方法を共有し、各
地区での地域づくり活動の意識・
機運を高めていく。

A
このまま

継続
2委員

B
改善・
見直し
3委員

・今後に期待したい。

・上記以外については担当課に
よる評価及び検証に異論なし。

【歩きたくなるまちづくり推進事
業】
役場周辺地区の全体の状況を
把握するとともに、街の特性を活
かしたコンパクトシティによるまち
づくりと景観を活かした観光ルー
トづくりに向けて、現状及び将来
の見通しにおける課題の整理、
まちづくり方針を検討する。

【担当課：建設課】

■歩きたくなるまちづくり推進事
業
・居心地が良く歩きたくなる街中
の創出に向けて、まちづくりを取
り巻く現況、課題を整理し、基本
方針を検討した。

【事業費】1,408,000円
委託料

B

改善・
見直し

街の特性を活かしたコンパクトシ
ティによるまちづくりと景観を活か
した観光ルートづくりの基本方針
について検討した。今後は駅から
中心市街地・観光資源を結ぶ
ネットワーク環境の形成に向け
て、関係者（団体）と調整を図り、
進めていく。

A
このまま

継続
2委員

B
改善・
見直し
3委員

・今後に期待したい。

・来訪者の方、地元の方が歩きや
すい道づくりが望まれる。（中心
部）

・上記以外については担当課に
よる評価及び検証に異論なし。

外部検証委員の検証
地域再生計画名

地方創生
関連制度名

個別事業の概要
本年度の内容・実績及び事業費

（単位:円）
総事業費
（単位:円）

重要業績評価指標(KPI)
担当課の検証　①

ＫＰＩに関する検証については、
計画申請課が総括

ランドスケープ計
画を核とした地域
の担い手・関係人
口創出計画

①2,108人

②8,372人

③5,446件

④51,441人

①2,709人

②14,000人

③6,403件

④73,000人

①地域の保全
活動に取り組
んだ人数
2,689人

②masipoカー
ド会員数（町
外）
900人

③移住定住・
関係人口ワン
ストップサイト
トップページ
アクセス数
6,153件

④花祭り来場
者数
70,000人

21,529,398
地方創生推進交
付金
(1/2国庫補助)

ランドスケープ計画を核とした地域の担い手・関係人口創出事業のKＰＩに関する検証 →
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外部検証委員の検証
地域再生計画名

地方創生
関連制度名

個別事業の概要
本年度の内容・実績及び事業費

（単位:円）
総事業費
（単位:円）

重要業績評価指標(KPI)
担当課の検証　①

ＫＰＩに関する検証については、
計画申請課が総括

【関係人口創出事業】
里山風景の維持・継承活動へ参
加するツアーを開催し、町内の
キーパーソンと交流し、今後も継
続的に町内の活動に参加できる
きっかけをつくると共に、町内の
受入先の育成を図る。

【担当課：企画課】

■関係人口創出事業
・コロナ禍によりツアーの開催を
中止し、オーダーメイドツアーの
み実施した。

・実施件数
【2件・2名】

【事業費】4,000円
報償費

B

改善・
見直し

令和3年度はオーダーメイド型の
ツアーのみの開催となり、限られ
た人数しか参加できなかった。コ
ロナ禍においても効果的に実施
できるイベントのあり方を模索する
とともに、オンラインでのイベントも
検討していく。

B
改善・
見直し
5委員

・オンラインでのイベント開催な
ど、来町せずとも町の魅力を知っ
てもらう方法があると良い。

・上記以外については担当課に
よる評価及び検証に異論なし。

【ワンストップ窓口・WEBサイト関
連経費】
移住相談のワンストップ窓口であ
る移住サポートセンターの業務
内容や移住関連情報ワンストッ
プサイトの内容を拡大し、外部
人材を求める町民と本町に観光
以上の関わりを持ちたいと考え
る来訪者をつなぐ「関係案内所」
としての機能強化を図ると共に、
里山に抱かれた本町での暮らし
の魅力を伝える冊子を作成し、
町内施設や東京圏のイベント会
場等で広く配布することで、関係
人口や移住希望者の創出を図
る。

【担当課：企画課】

■ワンストップ窓口・WEBサイト関
連経費
・昨年度に引き続き、町の駅まし
こ内の移住サポートセンターをワ
ンストップ窓口とするとともに、移
住関連情報のワンストップサイトを
運営し、相談対応・情報発信を
行った。また、移住情報冊子「ま
しこ里山手帖」を一部改訂・増刷
し、子育て支援制度に関する差
込資料を追加し、町内施設やイ
ベント等で配布した。

・相談件数（R3）
【道の駅：154件】【役場：44件】

【事業費】988,398円
消耗品費・燃料費・印刷製本費・
通信運搬費・車両リース料・サー
バー賃借料

A

このまま
継続

令和3年度は各種イベントやツ
アーが中止となったこともあり、情
報発信の機会は減少したが、窓
口での移住相談件数は昨年度に
比べ1.5倍超となった。引き続き
移住相談やオーダーメイドツアー
によるきめ細やかな対応に努める
とともに、関係人口創出ツアーの
開催や町内受入団体の育成によ
り、関係人口の創出を進めてい
く。
また、増刷した移住情報冊子を
活用し、町の魅力や町独自の子
育て支援制度をPRできた。引き
続きPRに努めていく。

※参考：相談件数（R2）
【道の駅：103件】【役場：24件】

A
このまま

継続
5委員

・移住者が増えるとよい。

・上記以外については担当課に
よる評価及び検証に異論なし。

【花のまちづくり事業】
マネジメント及びマーケティング
ができる体制づくりを推進しなが
ら、戦略・戦術の核となるデータ
の収集および分析等を行う。

【担当課：生涯学習課】

■花のまちづくり事業
・新型コロナウイルス感染症の影
響で、ひまわり祭り、コスモス祭
り、菜の花・桜祭りは中止となり、
イベント、物販、展望台の設置等
は行わなかったが、播種のみ
行った。
・花フェスタ2021を行い、町内産
の花での展示（９回）、メインイベ
ントでは、花に関する絵画展、生
け花教室等を行った。
・花いっぱいコンクールを開催。
一般の部１８団体、学校の部１０
団体参加。

【事業費】11,000,000円
花のまちづくり実行委員会交付
金

A

このまま
継続

新型コロナの影響もあり、３大花
祭りが中止となりイベント等を行え
なかったが多くの方にご来場いた
だいた。また、初開催となった花
フェスタでは、町内産の花のPRが
できた。花いっぱいコンクールは
２年ぶりの開催となったが、コロナ
の影響で参加団体が減った。今
後は、感染対策を十分しながら、
引き続き本事業の実施を行って
いく。

A
このまま

継続
5委員

・花のまちづくりにより町を盛り上
げていってほしい。

・イベントはなくとも花が咲き、来
場者はコロナに気をつけつつ、
思い思いに散策していた。

・上記以外については担当課に
よる評価及び検証に異論なし。

【再掲】
ランドスケープ計
画を核とした地域
の担い手・関係人
口創出計画

【再掲】
①2,108人

②8,372人

③5,446件

④51,441人

【再掲】
①2,709人

②14,000人

③6,403件

④73,000人

【再掲】
①地域の保全
活動に取り組
んだ人数
2,689人

②masipoカー
ド会員数（町
外）
900人

③移住定住・
関係人口ワン
ストップサイト
トップページ
アクセス数
6,153件

④花祭り来場
者数
70,000人

【再掲】
21,529,398

【再掲】
地方創生推進交
付金
(1/2国庫補助)
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外部検証委員の検証
地域再生計画名

地方創生
関連制度名

個別事業の概要
本年度の内容・実績及び事業費

（単位:円）
総事業費
（単位:円）

重要業績評価指標(KPI)
担当課の検証　①

ＫＰＩに関する検証については、
計画申請課が総括

A

このまま
継続

①については、WEB陶器市を２
回実施したことにより、本年度見
込値を上回ることができた。今
後、ECサイトについては、事業内
容を精査し検討を進めたい。

②については、現段階では本年
度実績値が捕捉できないため、
今回は検証せず。

③は計画策定のタイミングにより
実績値が見込値と同一となって
いる。

④野菜の減産は全体的な傾向
で、コロナ禍における業務用の需
要減少が主因であると推測され
る。安定的な需要確保のため、ふ
るさと納税返礼品やネット販売な
ど個人需要の喚起にも取組んで
いく。

A
このまま

継続
5委員

・担当課による評価及び検証に
異論なし。

【「ましこマーケット・クラフト」サイ
ト改修等事業】
WEB陶器市サイトについて、木
工・皮革製品等の手仕事商品ま
で取り扱いを拡大させるため、商
品検索等の操作性を高めること
で購買率を向上させるため、EC
サイトの機能を強化する。

【担当課：観光商工課】

■「ましこマーケット・クラフト」サイ
ト改修等事業
・検索アプリの変更により、検索
機能向上や在庫あり・在庫切れ
で表示切り替えできる機能追加し
た。

【事業費】3,000,000円
交付金

A

このまま
継続

サイトの訪問者・購入者の分析・
検証を行うことができた。引き続
き、ECサイトの充実を目指した
い。

A
このまま

継続
5委員

・サイトの訪問者・購入者の分析
により、よりECサイトが活発化する
ことを期待する。

・上記以外については担当課に
よる評価及び検証に異論なし。

【出店者フォローアップ事業】
過去3回の「益子WEB陶器市」
開催から得られたデータから、購
入者や人気品目の分析を行い、
売上向上のため、出店者向けの
勉強会等を実施する。

【担当課：観光商工課】

■出店者フォローアップ事業
・ECサイトへの作品登録に関し
て、販売促進に効果的な写真の
撮影方法や販売に結びつきやす
い商品情報の記載方法について
の説明会等を実施した。

【事業費】4,000,000円
交付金

A

このまま
継続

出店者フォローアップ説明会に
おいて、各出店者に向けて、販
売データを分析した売り上げアッ
プに関する課題や販売動向等の
フィードバックを行えたことから、
今後、各出店者ごとに売り上げ
アップにつながる方策を創意工
夫いただけると考えている。

A
このまま

継続
5委員

・担当課による評価及び検証に
異論なし。

【ECサイトにおける映像配信によ
るタウンプロモーション事業】
コロナ禍において有効なタウン
プロモーションの施策として、地
域資源等の映像を制作し、演出
を行う事業地域の魅力を映像で
伝えることにより、販売商品の価
値を高め、購買意欲の向上に繋
げるとともに、本サイトを契機とし
た新たな属性の観光客誘引を図
る。

【担当課：観光商工課】

■ECサイトにおける映像配信に
よるタウンプロモーション事業
・新たな属性の観光客を誘引す
るため、土祭2021において、実施
したイベントの映像を編集制作
し、配信した。

【事業費】4,552,053円
委託料、交付金

A

このまま
継続

新たな町の魅力を満載した映像
を制作できた。今後,映像配信を
通じて、新規観光客の誘引に繋
げていきたい。

A
このまま

継続
5委員

・PRの仕方で魅力度も上がると思
うので、新規観光客の増加に期
待する。

・上記以外については担当課に
よる評価及び検証に異論なし。

【益子焼新商品開発事業】
日本と英国において、ECサイト
販売等でも目を引くような焼き物
の新商品開発を行い、両国での
交流企画展を開催する。

【担当課：観光商工課】

■益子焼新商品開発事業
・プロダクトデザイナーであり、日
本民藝館館長の深澤直人氏に協
力いただき、益子焼の新商品開
発を本町の濱田窯とともに行い、
試作品の制作を行った。

【事業費】1,000,000円
委託料

A

このまま
継続

新商品開発に向け、日英両国で
の展覧会開催に向け、準備を進
めてきた。英国の著名デザイナー
であるジャスパーモリソン氏、リー
チポタリーとの連絡調整を引き続
き円滑に進めて、よりよい展覧会
を開催できるよう努めたい。

A
このまま

継続
5委員

・担当課による評価及び検証に
異論なし。

地方創生推進交
付金
(1/2国庫補助)

①133万円

②549.0億円
（R1）

③23.0億円
（R1）

④35.3億円
（R2）

①「ましこマー
ケット」販売手
数料
0万円

②町内総生
産額
538億円
（H29）

③益子焼総
販売額
23.0億円（R1）

④市町村別
農業算出額
34.0億円
（H30）

購買手法の変化
に対応するため
の「独自モール型
ECサイト」を核とし
た産業支援計画

①308万円

②523億円
（R1）

③23.0億円
（R1）

④31.4億円
（R2）

13,553,083

購買手法の変化に対応するための「独自モール型ECサイト」を核とした産業支援事業のＫＰＩに関する検証 →
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あ い う え お か き く け こ さ し

指標 本年度見込値 本年度実績値 評価 KPI・実績に対する見解と今後の方針 評価 主な意見

外部検証委員の検証
地域再生計画名

地方創生
関連制度名

個別事業の概要
本年度の内容・実績及び事業費

（単位:円）
総事業費
（単位:円）

重要業績評価指標(KPI)
担当課の検証　①

ＫＰＩに関する検証については、
計画申請課が総括

【前頁に同じ】 【前頁に同じ】

【新商品開発のための人材育成
事業】
益子の陶芸家に対する、国内外
の優れたアーティスト（工芸作
家）による、ワークショップ等をと
おして陶芸家のレベルアップを
図り、新商品開発につなげる。

【担当課：観光商工課】

■新商品開発のための人材育成
事業
・国内陶芸家（アーティスト）3名に
よる事業を実施。町内陶芸家が
参考となる講演を行い、その動画
も作成することで町内陶芸家の人
材育成を図った。
【事業費】1,001,030円
報償費、旅費、消耗品費、通信
運搬費、委託料、使用料

【前頁に同じ】 【前頁に同じ】 【前頁に同じ】 【前頁に同じ】

A

このまま
継続

令和4度については、海外からの
アーティストを迎えた事業を実施
することで、人材育成を図る。

A
このまま

継続
5委員

・町の魅力となるような人材育成
に期待する。

・上記以外については担当課に
よる評価及び検証に異論なし。

A
このまま

継続
5委員

A
このまま

継続
5委員

①本施設整
備・稼働後の
空き店舗の年
間利用件数
0件

②本事業利
用者の起業支
援補助金利
用件数
0件

③本施設利
用者の町内で
の独立開業件
数
0件

地域商社を核とし
た加工拠点整備
計画

地方創生拠点整
備交付金
(1/2国庫補助)

【益子町地域振興拠点施設（加
工施設）整備事業】
地域の特産品であるりんごやな
し、ぶどう、ブルーベリーといっ
た多様な果樹や野菜を活用し、
民間業者、金融機関、町の出資
により設立した地域商社（㈱まし
こカンパニー）を核として、多くの
顧客ニーズに対応する高付加
価値商品や、保存期間が長く、
加工も容易で町のブランドとなる
商品の創出と、今後需要が見込
まれる一次加工受託商品の製
造が可能な食品加工施設を整
備することにより、地方創生にお
ける課題の解決とその受け皿と
なる地域商社の経営基盤強化を
図る。

【担当課：農政課】

■指定管理運営業務
【事業費】2,750,000円

2,750,000

益子町 起業支援
施設「チャレンジ
ショップ」整備計
画

地方創生拠点整
備交付金
(1/2国庫補助)

および

備品購入は
地方創生推進交
付金
(1/2国庫補助)

【益子町 起業支援施設「チャレ
ンジショップ」整備事業】
・最初から独立店舗での開業が
難しい事業者に対し、町所有の
建物を改修し、低額な家賃で2
年間貸し出すことにより、起業・
経営ノウハウを習得し、賃借期
間終了後に町内空き店舗等に
て独立開業する事業者を育成
し、空き店舗の活用、商店街の
活性化 、事業者の定住を図る。

【担当課：観光商工課】

■施設改修工事
 ・チャレンジショップの改修・整備
を実施した。

【事業費】16,962,000円
工事請負費

 ■施設改修工事監理業務
チャレンジショップの施設改修工
事の監理業務を実施した。

【事業費】653,400円
委託料

■業務用オーブン設置
チャレンジショップの設備として
オーブンを導入することにより、多
業種対応する店舗を整備した。

【事業費】995,500円
備品購入費

18,610,900

①2件（累計）

②1件（累計）

③0件（累計）

①１件

②0件

③0件

A

このまま
継続

・チャレンジショップでの試みを足
がかりに、多くの起業家が誕生す
ることに期待する。

・上記以外については担当課に
よる評価及び検証に異論なし。

・益子の土産の目玉となるような
商品開発に期待する。

・上記以外については担当課に
よる評価及び検証に異論なし。

①については、施設改修工事の
仕様変更により国との協議が必
要となったことで、工期が延長と
なった。そのため施設のオープン
が年度末になったこと、またコロ
ナ禍による新規起業の抑制等の
影響が考えられる。

②については、チャレンジショッ
プの利用者が地域おこし協力隊
の退任者であり、地域おこし協力
隊の起業に関する経費補助制度
を令和4年度に活用予定であるた
め、0件であった。

③については、本施設の供用開
始が令和3年度3月末であり、2年
間育成後独立開業を目指すもの
となるので、0件であった。

①本施設整
備により新た
に製造・開発
された商品数
0点

②本施設整
備により製造・
開発された商
品の販売増加
額
0千円

③本施設整
備により新た
に雇用した雇
用者数
7人

①21点（累
計）

②10,768千円

③13人（累
計）

①21点（累
計）

②8,171千円

③13人（累
計）

A

このまま
継続

・コロナ禍により業態変更を迫ら
れている町内飲食店の加工品開
発・製造や、消費者の需要の変
化に合わせたレトルト食品の開
発・製造など、コロナ禍のニーズ
に合わせた様々な加工を可能に
しており、町内の経済活性化を
図った。今後も引き続き、生産者
や飲食店と連携を図り新たな加
工品開発に取り組んでいきたい。
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